


『聞き手の力をかりて作品を味わえた！』
今日の「おはなし会」の参加者は、5歳の男の子とお母さんの1組です。
「あかですよ あおですよ」（かこ さとしさく 福音館書店）を読みました。
たこのこどもの学校が舞台です。せんせいが「きょうは えの べんきょう
です。みんなで えを かきましょう。はじめは、あかですよ― あかい

いろ ですよ― あかい えを かきましょう。」と説明します。６ひきのたこの
こどもたちは、一枚の紙にそれぞれに思い浮かんだ絵を描きます。「つぎは むらさき
ですよ―」、同様にこどもたちは別の一枚に絵を描きます。こどもたちが描いた絵が
絵本の紙面一杯に並びます。ここでは間をとってじっくり見せてから次のページに
移ります。すると、男の子が『いちご、お花、車、トマト・・・』と、たこのこどもたちが描い
た絵を口にしました。そこで私は、次の場面からは「何を描いたのかな？
一緒に言ってみようか。」と声をかけてみました。あか・むらさき・あお・みどり・きいろ
・だいだい・ちゃいろ・しろまで48個もの絵を一緒に楽しみました。加えて、男の子が
思い浮かんだものまで教えてくれましたから、何枚の絵を鑑賞したでしょうか。
「どの色にも車が描いてあった。」と男の子が言いました。車が大好きなんだそう
です。
この絵本は版が小さく、内容も短いものです。絵をゆっくり見せてからページを
めくりましょう・・・と始めた読み聞かせでしたが、このように交流しながら
作品を楽しむ展開になったことは予想外でした。参加してくれた男の子
の力を借りることで、作品を十分に味わうことができた時間でした。

（た―子）

～新刊紹介～

花びらがふれると、さなぎはちょうちょに。
ちょうちょがおりたつと、わたげは空へ…。

「じゅんばん じゅんばん じゅんばんですよ」

春から夏、秋、そして冬へと季節のめぐる
様子を描いた一冊。

夏がはじまった今、この本を読んで
季節のリレーを感じてみませんか？

『じゅんばんじゅんばんじゅんばんですよ』
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